
第　I　章　　基本的な考え方

1.研究主題の意味と重要性

人間らしさ,人間存在の特徴のひとつとして,-「ことば」を使って生活する-ことが言

われている。人間が成長していく過程に即応し(その程度の違いは多少あるものの)「ことば」も,

初歩的な段階(暗譜,きわめて具体的な名付)から,やがては「ことば」を使って抽象的な思考

活動を行うまでに高まってくる。

このように,人間の発達にあわせて,「ことば」はさまざまな様相を示し,各発達段階での活

動を支えている。その中で,一貫していえることは生活を合理的に,快適に,豊かにし,ひいて

はたくましさを育てていく媒介物として,人間らしさを支える基本的なものであるということで

ある。つまり,「ことば」は人間のもつ諸機能のなかの中核的なものであり,「ことば」をもつこ

とによって人間の世界は著しく広がりと深まりをもつことができるといえる。

「ことば」の機能面を具体的にとらえてみると次のようになろう。

①一人 と人 との意志 の伝達の手段であ る。

才 科学的に ものごとを思考 し, 理解 し, 推理, 創造する道具である。

③ ものごとを判断 した り, 行動 を規制 して社会生活に適応する道具である。

④ 経験の量 を増 し, 生活をよ り豊かにする手段である。

このような機能をもつ「ことば」は生得的なものではなく,また自然に獲得されるものでもな

い。学習によってのみひとりひとりに身についていくものである。ここに指導の可能性があると

いえよう。

生活の中で「ことば」の占めるウエイトははかりしれないほど大きく,ことばをしゃべれなかっ

た子が,たとえ一語文,二語文であろうとしゃべれるようになれば,彼の生活は飛躍的に拡大し,

体験量の豊富さが生活処理への自信につながっていくことは容易に想像される。人間として生活

をしていくうえで,こうした力を身につけていくことは必要不可欠であるということができるが,

それゆえに私たちはひとりひとりの能力に応じてそれにこたえてやらなくてはならない。この時,

より大切にしていかねばならないことは,子ども自身,具体的,実際的な場面で課題を処理する

ために今もっている「ことば」の力をせいいっぱい使っていることであり,さらに,この力を伸

ばしたいと訴えてくるという事実である。

こうしたことを基本において,ひとりひとりの子どもの「ことば」を豊かにしようと考え,表

題のような研究主題を設定した。

2.ことばを育てる「人」「物」「場」

学校生活の中での子どもたちの言語生活を観察してみると,そこには,子どもたちの言語活動

を活発にさせる条件が兄い出される。そのひとつが子どもの周囲の「人」の存在である。その「人」

が子どもたちにとって親和的な存在であれば,言語獲得のための望ましいモデルとなり,言語表

出に意欲を持たす対象となる。次に,給食や遊びなどの「場」が考えられる。この「場」は,自

己体験を豊富に与えることができれば言語獲得の場となり,快適な雰囲気をそなえていれば,有
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効な言語表出の場となる。最後に,電話や遊具な

どの具体的な「物」がある。この「物」について

も,自分で操作したり,身体で感じたりすること

により,子どもは言語を獲得していく。また「物」

は自己のイメージを言語化する媒体や,話す意欲

を引き出す道具として,言語表出に働いている。

これらのことを構造図的にあらわしたのが右の図

である。

3.ことば(国語科)の目標の設定

養護学校(精神薄弱)の学校指導要領及び,小

学校学習指導要領の国語科の目標を参考にして,

本学級の国語科の目標を次のように設定した。
性

人

場

物

。聞くこと,話すことへの意欲を高め,自信をもたせるとともに人の話を正しく聞いたり,

自分の意見をはっきりと表現する態度や能力を養う。

。読むこと,書くことに関心をもたせ,簡単な語句や文を読んだり書いたりできるようにす

る。

子どもたちの生活を豊かにすることと,ことばを豊かにすることとは表裏一体である。ことば

を豊かにしていくためには,まず,ことばのもつ機能を知り,積極的にことばを使うようになら

なければならない。そこで,「聞くこと,話すことへの意欲を高める」ための手だてを私たちは

講じていく必要がある。

さらに,こうした活動に「自信をもたせる」ことによって,子どもたちはことばの利用に慣れ,

伝達の手段としてのことばの意味を理解し,「人の話を正しく聞いたり」,開く人の立場になって,

相手にわかりやすく「自分の意見をはっきりと表現する態度や能力」がそなわってくるのである。

文字を読むこと,書くことについても,生活に直結したところで,という基本的立場に立って,

まず,こうした活動に「関心をもたせる」ことから始めていく。「簡単な語句や文を読んだり書

いたりできる」ためにも,ある程度,ドリル的な指導が必要となろう。しかし,その場合にも必

ず生活に帰してやる手だて,学習したことを生活の中で使う場を構成してやる必要がある。

4.国語科教育の構造

子どもたちのことばの獲得や改善,定着は,人間関係を前提として成立つ。即ち,ことばを獲

得させていくためには,ことばそのものを指導していくことからでなく,集団生活に参加させる

ことから始めていく。これは国語科の時間に限らず,全教育活動で考えていかねばならない。こ

れが次ページに示す構造図の破線部分である。

こうしたことばの誕生を促し,言語行動を育てる指導としては,子ども自身には身辺の自立や

身体,運動機能の向上,情緒の安定等を図ってやり,環境的には集団生活を通してさまざまな生

活経験をさせ,生活空間の拡大を図ってやることが大切である。人間関係のなかで,子どもの内

的な発達と生活空間の拡大を全教育活動で補償してやることが,とりわけことばの獲得期におい

ては重視されねばならない。

国語科では,こうした経験活動とでもいうべき活動を学習の中にとり込み,活動を促し,興味

をおこさせ,ことばにふりかえさせていく指導が主となってくる。図で言えば,言語活動の教育
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にあたる。この活動がより確かなものになるために

言語要素(事項)の教育を位置づけているが,この

教育はことばの発達に遅れのみられる子の場合,そ

れ自体が活動でもある。つまり,絵本を読ませる活

動を進めていく中で文字の指導をするのではなく,

文字を獲得しつつある時には生活と結びつけたとこ

ろで文字そのものの指導を行っていく。こうした教

育を言語要素(事項)の教育として考えている。こ

の中には,幼児教育の言語(もしくはそれ以前のも

の)に相当する内容のものも位置づけている。発達

に遅れのみられる子の場合,このあたりの教育が重

視されなければならない。

なお,個々の基本的指導事項については,指導内

容表を参照されたい。

5.指導内容の系統と段階

これまでに述べてきたことば(国語)の基本的指導事項を,言語要素(事項)と言語活動とに

分け,さらに指導事項間の系統性に従って,I～Ⅳの四つの段階に分けたのが次ページに示す「こ

とばの指導内容の系統と段階」の表である。表中,枠でくくったものが指導事項であり,その系

統は実線で結んで示した。Ⅱ及びⅣ段階の破線枠の指導事項はとりたてて指導するのでなく配慮

していくというものである。I,Ⅱの段階で,言語要素(事項)と言語活動の領域間の境界線を

取り除いたのは未分化な段階ととらえたからである。また,Ⅲ,Ⅳ段階での太い矢印は,一応二

つの領域に分けられるものの極めて密接な関係にあることを示している。(段階I～Ⅳは,めや

すとしてMAの0-3,3-5,5-7,7-9歳に相当するものである)また,表の右半分の

内容は系統表の段階に合わせて,ことばの教育内容を生活の中で扱っていく例を示したものであ

る。これは,障害児のことばの指導は仝教育活動の中で実際的な場面を通して獲得,改善,定着

させていくという基本的な立場を示すものである。

6.ことばの指導での留意点

子どもたちのことばの獲得や改善,定着は,人間関係を前提として成り立つ。即ち,ことばを

獲得させていくためには,ことばそのものを指導していくことからではなく,集団生活に参加さ

せることから始めていく。これは国語科の時間に限らず,全教育活動の中で子どもをとらえてい

く必要を意味する。このことを基本にして,以下の点に留意することにした。

(1.)心身全体の成長・発達を目指す

ことばの遅れや障害の多くは心理的な面(情緒の不安定,全身的な発達の未熟など)や環境

的な面(言語環境の問題など)など,いくつかの要因が重なり合っていることが多い。そのた

め,こどはの指導はできるだけ多面的に行うことが必要となる。子どもの心身の全体的な成長・

発達を支える活動の中でこそ,言語は発達するという考えを大切にしたい。

(2)人との暖かい情緒的な関係を育てる

ごっこ遊び,あるいは人間関係の中での遊びは,ことばの獲得に重要であるとされている。

人との暖かい情緒的関係はその子にとって快適な状況をつくりだす。そうした中で周囲の人を

モデルにした言語模倣が多く行われるようになり,また相手に話しかける意欲も高まるため,

言語の獲得は促される。ことばは暖かい豊かな人間関係の中でこそ育つと考える。
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(3)周囲がよい話し手,よい聞き手になる

ことばの獲得は子どもが生理的にも心理的にも快の状態の時により良く促進される。そのた

めには親や教師(周囲の子ども)がその子の話に喜んで応じ,快く聞いてやる態度が必要とな

る。子どもの気持ちや言いたいことを正確にとらえ,相手になってやることは,子どもの発語

意欲を高める。こちらから話しかける時には,その子が理解しやすいようにゆっくりと,そし

て表情豊かに語りかけることが最も大切となる。

(4)ことばを教えこもう,訓練しようとしない

ことばは学習により身につくものであるが,その獲得過程をみるとことばの訓練等によらず

自然と身についていくようすがわかる。ことばは指導者側が教えこもうとしたり,教育熱心な

あまりに何とかしようと身構えるほどうまくいかなくなることが多い。子どもが喜んで参加で

きる遊びの要素を多分に含んだ場面でこそ生きたことばが習得されると考える。

(5)罰をもちこまない

発音が不明瞭であるからといって叱ったりするなどの罰を与えることは決してやってはなら

ないと考える。強制的な訓練や罰はことばを使用する意欲を子どもから削ってしまうことが多

い。ことばの獲得は子どもの内発的な興味・関心や好奇心に強く支えられており,そのための

環境づくりが大切となる。
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